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序

　気象研究所応用気象研究部では1980年代初期における応用気象の研究として特に大気汚染気象

の研究に重点を置いて実施してきており、経常研究のテーマはこれと何らかの関係をもった低層大

気の物理過程の研究から構成されている。これらの研究を基礎にしたより実用的な研究のひとつと

して、大気汚染質のうち特に二次汚染質の挙動を気象学的側面から究明するため、“局地循環と大気

汚染物質の長距離輸送”という課題（気象庁予報部要望課題）を環境庁国立機関公害防止等試験研究

費（1980～82年）による特定研究として実施した。この研究は野外気象観測と数値モデルによるシ

ミュレーションからなり、試験地域として沿岸の複雑地形を選んだ。海陸風や山谷風などが関与

した局地気象とそれの影響下にある大気汚染質のメゾスケールの輸送の解明を目的として実施した。

　大気境界層の気象の野外観測については、古くは米国の0ンNemのもの、近年はオーストラリア

のWangara実験（1967年）、Koorin実験（1973年）があり、それぞれ後日データを含む印刷物が

刊行されている。これらは平坦地の特殊な気侯帯のところでのより大規模な野外観測である。また

日本においては環境気象評価のためのいくつかの観測が1970年代に行なわれ、とりわけ南関東大

気環境調査（1976年）は大規模な野外観測であり、それぞれ報告物が出版されている。これらの野

外気象観測よりは期間が短かく規模は小さいが、より複雑な地形一熱的にも幾何学的にも複雑と

いう意味のcomplex　terrain一での、昼夜連続の局地気象観測のデータは数少なく貴重である。

一般にこの種の気象観測には多くの経費と労力を要するという意味でも第一目的以外の多くのこと

に役立てることが大切であり、この主旨において本技術報告に記すことにした。一方本研究のうち

の数値モデルについては現在世界の気象界における研究のレベルを見るときやや先がけた成果が得

られていると思う。数値モデルの例証については大局的に見てかなり良いものであるが、パラメー

タの不確定さや観測データの代表性などの点からまだ不充分であり、これらはこれからの多くの進

んだ研究にまたれるものである。

　特定研究については、1979年に菊地幸雄（応用気象研究部長）らによって計画され、1980年か

ら3年間実施された。観測の実施計画は原田朗、村山信彦、吉川友章らによって立案準備を行な

った。

　野外観測の実施に当たり、大阪管区気象台と管内気象官署（松山、岡山、広島、高知、高松、室

戸岬）および現地の地方自治体特に愛媛県、岡山県、香川県の各公害関係研究センターの協力をえ

た。1980～81年の野外観測は環境庁が実施する地方自治体の観測と同時に実施し、資料の交換を

行った。トレーサ実験は主として試料分析について日本原子力研究所との協同研究（矢野直ほか）に

よって実施された。また一部の観測で防衛庁の協力をえた。全般の観測について下記の応用気象研

究部職員によるほか日本気象協会、昭和航空の受託によって実施された。現地観測は本報告書各



章執筆者ほか数人の職員ないし執筆者以外の職員のグループによって実施された。数値実験は主と

して木村富士男、荒川正一らにより気象研究所電算機M200Hを使用して開発された。本報告書の

とりまとめは主として佐藤功が当たった。

　研究の中間成果は1981年、1982年の日米大気汚染気象委員会にも報告された。

　本研究の担当者は荒川正一、木村富士男、小出孝、小林隆久、佐藤純次、戸矢時義、村山信彦、

矢野直、吉川友章（以上1980～82年）、原田朗（1980年）、鈴木彌幸（1981、82年）、佐藤功、

栗田進（以上1982年）、白崎航一（1981、82年研究協力者）である。

昭和59年2月

気象研究所　応用気象研究部長

　　　　　村　　山　信　彦
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概 要

現在、社会的、行政的に問題になっている光化学スモッグは、大気中における汚染物質の滞留時

間および輸送距離が長いため、汚染源と被汚染地域の地理的な関連が明らかでない場合が多く、大

気汚染防止対策を困難なものにしている。このような現状において、わが国の今後の大気汚染防止

対策を進めるため、発達した局地風のもとで、長時間にわたって輸送される大気汚染物質の挙動に

関する研究が必要である。本研究はこのような背景のもとに、瀬戸内海の中央部の燧灘とその周辺

地域を観測および実験の対象地域として、下層大気における局地循環と大気汚染物質の長距離（100
　　　　　　　　　　　　　　　　　　ぐ
～200km）、長時間（1～2日）にわたる輸送現象を解明することを目的として計画した。

研究は、現象やその実態を解明する手段によってつぎの3項目より構成されている。

（1）局地循環の実態の解明

（2）大気汚染物質の100～200km、1～2日にわたる輸送の解明

（3）数値シミュレーションによる局地循環内の輸送の解明

　（1）、（2）は現地における観測・実験によって遂行され、（3）は数値モデルによる実験である・

また（2）で行う中距離用多重トレーサー実験は、その手法の開発を行い、それを野外実験に用いた。

　本研究の観測と実験は3年計画で行なったが、初年度と2年度は環境庁・関係自治体などで同時

に観測が行われたので、解析にあたっては他機関のデータも使用した。当部が実施した観測および

実験項目は下記の通りである。

〔初年度（1980年）〕

項　　　目 観測方法 観測要素 観測地点 観測日時 備　　　考

地　上　気象 一般測器と目視 一般気象
新居浜・魚島
福山

7月22日　9時
～24日　11時 毎時

上　　層　　風
1点セオドライト

によるパイボール
風向・風速

（地上～3000m）
〃 〃 〃

鉛　直　気温 低層ゾンデ 気　　　温 新居浜
7月22日　9時
～24日　9時

毎3時間

低層風鉛直分布
バイスタティック
ドップラーソーダ

風向・風速
風の乱れ

〃 7月22日～24日 連続測定

ノンリフトノ凱←ン
テトルーン
芽論，とゾンデ 気球の軌跡 〃 期間中6回

船上・陸上
放　球

航空機観測
航空機による直
接測定

03，NQK濃度
海地表面放射温度

燧灘およびその
周辺地域 期間中6回

トレーサー実験 希土類元素の放
射化分析

トレーサー捕集 新居浜周辺
放出：期間中5回
捕集：深夜を除く

　毎2時間

放出：船上，陸上各、、、

捕集：船上魚島

　新居浜7点

一1一
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〔2年度（1981年）〕

項　　　目 観測方法 観測要素 観測地点 観測日時 備　，　考
松永、靱竹原、魚 8月19日6時～ 76回　ただし新居

地　上　気　象 一般測器と目視 一般気象
島、宮窪、三崎、別

子、観音寺、新愚浜
22日9時 浜のみ18日9時～

23日12時の124回
今治、春風丸

上　　層　　風
1点セオドライト

によるパイボール
風向・風速

（地上2000m）
〃 〃 毎　　時

低層ゾンデ 　気温・湿度
（地上～2000m）

新居浜・松永
魚島

19日6時～
22日9時

気温26回（3時間毎）

湿度13回（6時間毎）

上層　気象
係　留　気球
無線・自動印字

風向・風速
気温・湿度

（海上400m）
春風　丸

19日15時～21日
21時

3時間毎

低層風鉛直分布
バイスタティック
ドップラーソーダ

風向・風速
風の乱れ

（地上500m）
新居浜

18日から：28日’ま

での10日間
連続測定

テトルーン
ノンリフトバひ一ン レーウインゾンデ 気球の軌跡 〃 期間中10回

2点追跡

航空機による直 風向・風速 燧灘とその周辺 風向・風速
接測定 気温・湿度 の地域 19日と21日の9

航　　空　　機
日射・地（海）面

放射温度
時と13時、03、
NO。濃度等は19

03・NOx濃度 日と20日は3回
エーロゾル 21日は2回

希土類元素の放 トレーサー捕集 放出：地上船上 放出：8月19日
射化分析 航空機上各 8月21日

1点 それぞれ3
捕集：新思浜8点 回ずつ

トレーサー実験 靹、魚島、春風丸 捕集：20日の夜を
宮窪、三崎、観音 除き2時間
寺、東予、北木島 毎
弓削、伊予三島玉
津、長津、関川、漁船

〔3年度（1982年）〕

項　　　目 観測方法 観測要素 観測地点 観測日時 備　　　考

地上　気象 一般測器と目視
気温、湿度
全雲量、視程、
天気

吉川、総社、倉
敷、坂出、満濃、
財田、高知

7月27日9時～
　30日9時

毎時（73回）

上　　層　　風
1点セオドライト

パイボール
風向・風速

（地上2000m）
〃 zノ 〃

上層　気象
低層ゾンデ 気温・湿度

（地上2000m）
総社、倉敷
与島

7月27日9時～
　30日9時

3時間毎（25回）

係留気球
観測装置

気圧、気温、湿度

風向・風速
（地上500m）

満　濃 〃 〃

低層風鉛直分布 バイスタティック
ドップラーソーダ

風向・風速
風の乱れ

（地上～500m）
岡　山

7月24日～8月7日
8月12日～8月22日 連　続

航　　空　　機

航空機による直
接測定

風向、風速、気
温、湿度、日射
地（海）面放射温

度03NO。濃度
工一ロゾル

高知・伊予三島
・三崎・高梁線

上
局さ300～

　　3500m

7月27日～29日

トレーサー実験

希土類元素の放
射化分析

沈着による損失
と鉛直濃度分布
への影響 筑　波 8月4日～6日

放出：気象研究所

　南南西3．2km
　農業技術研

　究所40m
　の給水塔
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数値シミュレーションについては下記の年次計画によって行った。

初年度：局地循環のシミュレーションが可能な数値モデルの開発と計算領域の決定に関するテスト。

二年度＝初年度開発したモデルの改良と、それによる種々の一般場における局地風循環の数値実験。

三年度：局地風による汚染質の輸送を数値実験するための光化学反応をとり入れた新しいモデル

　　　の作成。

　上層風の観測から

（1）地表付近の海陸風の上層には、四国側には顕著な反流が認められるが、中国側には海風の反

　流はほとんどみられないこと。

（2）日中の局地循環は四国側でより顕著に現われること。

（3）下層にジェット状の強風域が発生すること。

（4）夜半から早朝にかけては、アメダスデータからは陸風が明瞭に認められない場合でも、100m

　層では陸風が明瞭であること。

（5）海風時の海面上の発散線は海峡部ではほとんど定まった位置にあるが、燧灘では中央～北部

　　を振動すること。

（6）中国側の海風収束線は地形を反映して複雑であるが、四国側では山が急峻なために、谷風が

　発達して、短時間に内陸に達すること。

（7）一般流と海陸風が逆方向のところでは、2つの風系の間に100m程の転移層が認められるこ

　　と。

などが明らかになった。また燧灘では、海上には夜間に厚く、日中ほとんど消滅する冷気塊が存在

し、海陸風との対応が示され、また雷雨による鉛直方向の熱交換の地域差によっで、中国側と四国

側との海陸風に変化のあることが認められた。

　1980、1981年の航空機観測により、

（1）早朝燧灘周辺の広い地域にわたって高さ500mくらいまで、NOxの濃度が高いこと。

（2）早朝03の高い層が高さ500m以上に観測される場合があること。

（3）午後になるとかなりの量の汚染質が高さ1500m以上の上空まで輸送されることが明らかに

　　なった。1982年には、

（1）早朝NO．は燧灘では高さ500m以下で、03は500～1000mの層で高い。

（2）午後になると03やエーロゾルの層は四国山脈の南北斜面と中国側で厚く、2000m付近ま

　　で達しているが、燧灘での汚染空気の層は浅くなること。

（3）四国山脈の上層に輸送された汚染質は上層反流によって燧灘の上層へ戻されていることが観

　　測された。

（4）雲中の汚染質の分布から、発達した積雲は03の鉛直輸送に重大な影響を与えているととも
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　　にエーロゾルの強い除去作用のある可能性が見出された。

　トレーサー実験の結果、

（1）新居浜付近では、陸風時、海風時ともトレーサーは遠距離にまで運ばれず、放出点付近に長

　　時間滞留すること。

（2）海岸から20km沖合で航空機から午後海風にのせて放出したトレーサーは、陸上で長時間に

　　わたって捕捉され、放出後11時間たっても検出された。

（3）今回用いたトレーサーは距離50km、時間40時間以上追跡可能であることが認められ、地表

　　面への沈着も1％以下にすることが可能であること。

などがわかった。

　ドップラーソーダによる観測では、

（1）水平流はパイボールによる観測結果とよく一致した。

（2）鉛直流は海風，陸風ともその吹きはじめのころ400～500mの高さで著しい上昇が起こり、

　　海風や陸風の最盛期には下降流域が厚くなる傾向が認められた。

（3）鉛直方向の乱れは一般に下層で大きく上空で小さいが、風向急変を伴うじょう乱では上空ま

　　で乱れることが観測された。

　ノンリフトバルーンによる観測では、燧灘南部海域での海風循環は沖合10km付近でも測定され、

そこでは海から陸に向かう流れは300～400mの厚さを持っていることなど、海上における海風循

環の模様を7時間にわたってとらえた観測例が得られた。

　数値シミュレーションは局地風に関する既存のモデルを改良して、種々の一般流のもとでの海陸

風循環について、現実的な再現に成功した。また局地風による汚染質の輸送を数値実験するための

新しいモデルを開発した。このモデルは光化学反応について大巾に簡略化されているので、精度上

の問題は多く残されてはいるが、従来の汚染モデルで扱うことがほとんどできなかった局地風によ

る汚染質の三次元的な輸送を、詳細な気象資料を要しないで見積ることが可能となった点など、大

気環境の予測に有効な手段となるものと思われる。
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SYNOPSIS

　　　　The　present　prolect　consists　of　three　parts：（a）observation　of　the　meteorological　field　with

local　circulations　under　complex　terrain，（b）observation　of　medium－range　transport　of　ak　pollutants

and（c）numerical　simulation　of　local　circulation　and　transport　of　air　pollutants　in　it．

　　　　The　studies　were　performed　for　the　three　fiscal　years1980to，82．The　observations（a）and（b）

were　made　in　the　central　part　of　the　lnlan（1Sea　and　its　coastal　regions（1uring22－24July1980，18－20

August1981and27－30July1982．

　　　　We　describe　our　exper㎞ent　in　the　following　for　each　year．The　pre1㎞inary　experiment　was

done　in　the　year1980．Hourly　pilot　balloon　observation　was　made　at　three　sites　to　reveal　the　general

Bow　and　the　characte口stic　feat皿es　of　local　circulation．A　Doppler　so（1ar　installed　at　N虹hama　rei11－

forced　the　observations，and　gave　some　information　about　turbulence　aloft．Radiosonde　observation

in　the　lower　atmosphere　was　also　made　at　Niihama　and　provided　vertical　temperature　distribution。

　　　　Atrcraft　mesurments　were　made　of　NO，NOx　and　O3concentrations，air　temperature，dew

point　temperature，ground　surface　temperature．　The　mesurement　aimed　at　tracking　pollutants

emitted　by　large　stacks　in　the　Niihama　area，which　were　transported　both　by　the　general　wind　and

the　complex　local　win（1s．

　　　　A　multiple　air　tracer　techni（lue　applicable　to　the　range　of10to100Km　was　develope（1，and

field　experiments　of　the　techni（lue　were　conducted　at　Niihama．ln　those　experiments，two（1ifferent

chemical　compounds，Dysprosium　and　Europium，were　used　for　tracer　materials，which　were　release（1

in　the　sea－breeze　and　land－breeze　flows　respectively．After　applying　neutron　rays　to　the　sample　filters

Nobuhiko　Murayama，　Akira　Harada，＊　Tomoaki　Yoshikawa，Shoichi　Arakawa＊＊　Junji　Sato，†

Fujio　Kimura，Tokiyoshi　Toya，Takahisa　Kobayashi，Takashi　Koi（1e，Naoshi　Yano，††Yako　Suzuki．

Isao　Sato　and　Susumu　Kurita3Applied　Meteorology　Reserch　Division，MRl

　　　＊》agnetic　Observatory　　　　　　＊＊Marine　Division，JMA

　　†Office　of　planning，MRl　　　　　††Saitama　Unive「sity
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in　an　atomic　reactoτ，electron　energy　was　measured　to　obta圭n　the　concentrations　of　the　two　atomic

elements．

　　　　In　order　to　f血（玉the　actual　local　circulations　and　the　related　transport　of　air　pollutants　in　the

area　concemed，trajectory　experiments　were　conducted　by　tracking　a　non－1ift　balloon（“tetroon”）．

A　tetroon　equippe（1with　a　set　ofRAWIN　was　launched　six　timesduringthe　periods，and　was　tracked

by　the　double－rawin　technique　which　was　to　measure　the　height　and　position　of　tetroon．Though

the1980field　experiment　was　not　necessarily　conducted　under　the　best　conditions　to　observe　the

1・calc丘cUlati・n7wewereablet・haveavaluableexperiencerelatedtgtheexperimentsthemselves・

An　evidence　of　local　circulation　un（1er　the．preva皿ng　synoptic　flow　which　was　found　in　both　the　field

exper㎞ent　and　numeゴcal　experiment　encourages　us　to　further　studies．

　　　　　Following　the　preliminary　experiment　of　the　year1980，the1981experiment　on　local　circula．

tion　an（1the　medium－range　air　pollutant　tmnsport　was　caτried　out　in　the　Hiuchinada　area，the　central

part　of　the　Inland　Sea　and　its　coastal　region．The　pilot　balloon　and　surface　air　observations　were　con一

（1ucte（1hourly　at　eleven　sites．The　upper　air　temperature　and　humidity　were　measured3－and6－hourly

respectively　by　slowly　rising　radiosondes　at　three　sites．The　atr　temperature，humidity　and　wind　up　to

about400minaltitudeweremeasured3－hourlyusingtetheredballoons．Theseawatertemperature

was　recored　on　ship　about10Km　off　the　Niihama　coast．The　uppemir　observations　showed　that　the

temperature　over　the　lnland　Sea　varied　in　the　same　manner　with　that　over　the　land，in　spite　of　the　dif．

ference　of　cooling　or　heating　between　land　and　sea　surface．The　temperature　inversion　layer　often

appeared　several　hundred　meters　above　the　sea　surface．The　inversion　layer　reached　the　maximum

height　of　about500m　in　the　moming　Imd　near　the　sea　surface血the　evenlng．A　DopPler　sodar　was

operated　and　wind　and　turbulence　data　were　obtained　during10th－28th　August　in　Ni血ama．Aircraft

measurements　were　made　of　the　vertical　profiles　and　horizonta1（listribution　of　air　temperatures，

humidities，dew　point　temperatures，aerosols，03and　NOx　concentrations　and　surface　temperatures

in　Hiuchina（1a　an（1its　surroundings　through8flights．A　non－1ift　ba1100n（tetroon）was　released　at500

minaltitudeandtrackedbythedouble．rawintechniqueforseveralhours，10timesintheNiihama

area．The　tetroons　were　flown　to　the　west　and　no　local　circulation　effect　was　distinct．

　　　　Three（1ifferent　chemical　compounds，Europium，Holomium　and　Dysprosium，were　released

from　the　ground，boat　and　aircraft　respectively，on19th　and21st．The　tracers　were　collected　at　g

spots　in　Niihalhaξmd　l　l　spots　in　the　su∬ounding　area　including2boats．After　apply血g　neutron　rays

to　the　sample　filters　in　an　atomic　reactor，gamma　ray　energy　was　measured　to　get　the　concentrations

6
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0f　the　three　atomic　elements．Whether　the　wind　was　inshore　or　off．shore，the　high　concentration　was

kept　long　and　the　air　mass　of　the　tracer　appeared　to　stagnate　in　certain　restrictεd　areas　near　Niihama．

The｛malysis　of　the　surface　and　upper　winds　and　surface　concentrations　showe（1that　the　high．concen－

tration　air　mass　hovered　between　lan（1and　sea　owing　to　the　land　and　sea　breezes　and　could　not　move

far　away　an（1that　the　pollutants　were　slow　to　diffuse．

　　　　The　numerical　simulation　technique　developed　in　the　year1980was　improved。The　ground

temperature　was　provided　in　definite　form　in　the　previous　mode1，but　it　was　determined　by　the

energy　balance　based　on　the　solar　radiation　and　s皿face　characteristics　in　the　revised　mode1．One　of

the　characteristics　of　the　wind（1ata　ill　the　lower　atmosphere　over　the　Hiuchinada　and　its　surroundings

was　the　strengthening　of　the　wind　along　the　prevai1血g　wind　d元rection　in　the　northem　part　of　the

lnland　Sea，whenever　the　wind　was　easterly　or　westerly．The　lower　leveljet　was　more　remarkable　at

night　than　in　the　daytime．This　was　also　successfully　simulated　in　the　numerical　model．

　　　　The　obselvation　points　of　the　year1982were　distributed　along　the　lin“passing　through　Kura－

sh丑【i　and　Sakaide．The　observations　started　soon　after　the　end　of　the　rahly　season　and　terminated

just　before　the　coming　of　typhoons．The　field　experiment　consisted　of　PIBAL，radio　soun（1ing，atr－

craft㎝d・ther・bse四ati・ns・Aharm・nican田ysis・ftheupPer噸dva亘ati・nwastri6d，The・ne－day

component　of　the　surface　wind　variation　showed　altemation　of　the　sea　breeze　in　the　daytime母n（1the

land　breeze　in　the　nighttime．The　hodograph　of　surface　wind　variations　showe（l　an　ellipse　with　its

Ionger　axis　perpendicular　to　the　contour　of　the　land　surface．The　wind　direction　backed　below　the

800m－1evel　and　veered　above　the　level　which　is　in　accord　with　the血ertial　win（1direction　change．

　　　　The　vertical　distribution　of　the　wind　was　monitored　continuously　by　the　Doppler　sodar　system

in　Okayama．The　results　observed　were　compared　with　that　of　the　nearby　pibal　and　that　of　sodar　in

Niihama　in　the　preceding　year．It　was　found　that　the　lower　and　upper　winds　shift　simultaneously　in

Okayama．The　updraft　continued（1uring　weak　easterly　winds元n　the　daytime　and　the　downdraft　pre－

vaile（1during　southeasterly　winds．The　variations　of　wind　speed　and　direction　were　large　when　wind

shifts　and　the　variation　of　the　vertical　wind　component　was　large　at　a　specified　time　of　the　day，tn　a

specified　wind　an（1so　on．

　　　　It　was　found　by　ah℃raft　measurements　that　polluted　air　was　transported　upwards　vigorously　by

thelocalwinds，especiallybythevalleywindinthedaytime，andreachedtothe3000mlevelinthe
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evening．The　high　concentration　of　polutants　appeare（1at　two　levels　above　the　coast　of　the　lnlan（l

Sea　in　the　evening．The　developed　cumulus　clouds　seemed　to　help　the　vertical　transport　of　ozone　an（l

scavenging　of　the　aersols．

　　　　　The　tracer　exper㎞ents　were　made　at　Tsukuba　where　the　installation　and　eqhipment　were

enough　to　challenge　the　problems　encoun重ered　in　the　previous　experiments．It　was　found　that　the　loss

of　tracer　material　in　the　form　of　minute　particles　due　to　the　deposition　to　the　ground　surface　was

within1％of　the　released　material　and　the　effect　of　the（1eposition　on　the　plume　was　sma11．

　　　　　Numerical　s㎞ulation　of　the　air　pollution　over　the　Inland　Sea　was　carried　out　by　the　two　step

mode1．The　first　step　was　a　three－dimensional　time－dependent　local　wind　mode1，which　calculated　wind

velocity　and　the　vertigal　diffusion　coefficient．This　model　had　been（1eveloped　by　the　year1981．The

second　step　was　the　photochemical　air　pollution　model　which　was　also　a　three－dimensional　mo（lel　using

the　result　of　the　first　step　model　as　input　data．A　secon（l　step　model　was　further　constructed　with　two

submodels，a　diffusion　and　advection　model　and　a　photochemical　reaction　mode1．The　emission　rate　of

pollutants　was　assumed　to　be＆constant　on　the　land　surface　whose　altitude　was　less　than1000meters．

But　on　the　southem　side　of　Shikoku，no　pollutant　source　was　assume（1．The　results　showed　than　ozone

was　tr｛msported　upward　by　the　well　developed　valley　wind　in　the　daytime，and　the　vertical　distribution

of　pollutants　agreed　well　with　the　aircraft　observation．In　the　night　time，however，there　was　some

disagreement　about　the　vertical　transport　of　pollutants　between　simulation　and　observation．

　　　　　　In　Chap．1，ground．based　observation　is　summarized　with　the　description　on　the　observation

network　alld　period，specifications　of　the　low－1evel　radiosonde　and　tethered　balloon　used，an（1exam－

Ples　of　data　with　the　format　ofMT　data　f皿es　stored．

　　　　　　ln　Chap．2，the　meteorological　aspects　of　the　atmospheric　boundary　layer　tn　the　lnland　Sea

a：rea　are　discussed　from　the　viewpoint　of　land－and－sea　breeze　by　using　the　field　observations．Individual

paragraphs　deal　with　wind　field，mix元ng　layer，vertical　diffusivity　and　the　local　phenomena，i．e．，con－

vergence　and　divergence　associated　with1εmd－and．sea　breeze，and　cyclonic　vortex　appearing　at　the　t㎞e

of　win（1direction．inversion，Analyses　of　temperature　and　wind　fields　observe（10n　the　ship，at　an　inland

an（乳coastal　stations　are　particularly　shown　by　cross5ectional　presentations　to　clarify　the　features　of　the

boundary　layer．
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　　　　　1n　Chap。3，air　flow　observation　in　the　land－and－sea　breeze　regime　is　describe（l　with　paragraphs

on　non－1ift　balloon　observation　and　analysis　of1980RUN1．　The　data　a∫e　presented　with　horizonatl

trajectohes　an（l　vertical　fuluctuation　both血Figure　and　Table．

　　　　　　ln℃hap。4．aircraft　measurements　of　various　meteorological　elements　and　atr　polutants，such

as　NOx，ozone　and　airbome　particulates，are　described　in　detai1．We　were　rather　successful　in　getting

data　on　the　areal　distribution　using　a　twin－engine　plane．Instrumentation　with　specifications　and　cali－

bration　of　each　instrument　used　and　the（1ata　acquisition　system　are　first　given，followed　by　the　dat註

observed　and　analyze（1for1980，81and82respectively。　In　particular，the　vertical　profnes　of　ponu－

tants　and　the　diumal　variation　of　surface　temperature　are　analyze（1，and　the　data　of　moisture　fluctua－

tion　are　discussed　for1981，while　the　diumal　variation　of　the　ponutant　distribution　is　discussed　with

vertical　cross－sectional　presentation．The　abrupt　change　of　pollutant　concentration　observed血a　con－

vective　cloud　is　shown　with　a　continuous　record　for1982．Furthermore　wind　observations　by　use　of

Doppler　navigation　are　discussed　with　the　data　obtaine（11n　trial　experiment．The　data　acquisition

system　is　shown血a　flow　chart　which　contains　the　MT　file　name．

　　　　　In　Chap．5，Doppler　sodar　observation　is　presented，by　which　vertical　profiles　of　w血d　fie1（1and

turbulent　parameter　aエe　obtained　up　to　several　hundred　meters血altitude．After　summarizing　meas－

urement　concept，an　example　of　the　results　observe（1is　presented　and　the　variation　of　the　wind£ield　in

the　boun（1ary　layer　is　discussed　for　the　days　of1981and1982．ln　the　last　part，the　MT　file　data．set　of

the　Doppler　sodar　is　dealt　with．

　　　　　In　Chap．6，transport　or　diffusion　expe豆ment　conducted　concurrently　with　field　observation

in1980and1981and　that　in　Tsukuba　in1982by　use　of　activable　multiple　air　tracels（AMAT）are

overviewe（1．　Here　are　presented　a　review　of　the　foregoing　studies，techni（lues　of　the　AMAT，t五e

sampling，a　comparison　with　that　using　SF6tracer，the　results　of　field　experiments，the　experiment　to

evaluate　deposition　of　the　tracerξmd　the　overall　summary　and　conclusion。

　　　　　In　Chap．7，Which　is　the　last，under　the　title　of　numerical　simulation　of　photo－chemical　air　po1－

1ution　using　the　local　wind　mode1，the　numerical　experiment　on　transport　of　primary　and　secon（1ary

a士r　pollutants　is（1escribed　in　detaiL　Starting　with　the　first　paragraph　on　the　role　of　local　w血d　field

upon　air　pollution，summary　of　a　numerical　model　and　mesosca玉e　or　loca1－scale　meteorology　model　is

presented　with　basic　equation，heat　budget　at　the　ground，description　of　boundaΨ1ayer，upper　bound一
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ary　condition　and　horizontal　boundary　and　a　s㎞ple　one－way　nesting　method．

　　　　　　Secondly，an　a圭r　pollution　model　is　presented　With　the　description　of　an　advection－diffusion

submodel　and　a　parameterized　photo－chemical　reaction　submode1．In　the　fourth　paragraph，two一

（1㎞ensional　land－and－sea　breeze　and　photo－chemical　a元r　pollution　aτe　discussed　with　computational

condition，cross－sections　of　wind　and　pollutants，diumal　variation　of　polutant　concentration　at　the

ground。Next，the　local　wind　s血ulation　at　the　calm　in　the　lnland　Sea　area　is　discussed　through　com－

parison　with　field　observation．

　　　　　　A　part　of　this　research　was　suppoted　by　the　fund　for　researches　on　environmental　pollution

prevention　grante（1to　national　research　hlstitutes．
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